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群  少人数群 

使用言語  日本語 

週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  主として１回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期  2024・前期 

曜時限  火5 

授業形態  ゼミナール（対面授業科目） 

 キーワード  生命システム / 幹細胞・発生医学 / 免疫・ウイルス学 / １細胞生物学 

　受講定員
  (1回生定員)  10 (8) 人

教室
 南部総合研究1号館・医生研1号
館1階会議室（134室） (医・薬・
病院構内) 

 

 [授業の概要・目的]
医学と生物学はともに生命を取り扱う学問分野である。最近では医学と生物学を統合的に捉え、学
際的な視点から生命現象の基礎的な理解を深め、その理解を基盤として疾患の原因解明、予防・診
断・治療法の開発への展開が進められている。本セミナーでは、幹細胞、免疫、1細胞生物学を専
門とする複数の教員がそれぞれの分野の最先端の研究内容を解説し、実験や議論を通じて医生物学
研究の現在を体験する機会を提供する。

 [到達目標]
講義、調査、議論、発表を通じて、医生物学に関する基礎的理解を深め、論理的思考と問題解決能
力、考察力、プレゼンテーション能力を身につける。

 [授業計画と内容]
最先端の医生物学のトピックスについて入門的な知識を学び、実験と議論を通じて理解を深める。
具体的には以下に示す内容を取り上げる。

第１回（担当：大串雅俊）：
医生物学の最前線にて取り扱う内容とそれぞれの担当教員の研究を紹介し、次回以降の講義の進め
方について概説する。　

第２回－第６回（担当：大串雅俊）：
幹細胞や発生生物学、再生医学の基本や現状、今後の問題点などについて、ES細胞やiPS細胞の顕
微鏡観察や初歩的実験を体験しながら議論する。

第７回ー第１０回（担当：森田大輔）：
２０２３年のノーベル生理学・医学賞は新型コロナウイルスに対するmRNAワクチン技術を開発し
た２人の研究者に贈られた。本講義シリーズでは免疫系の大原則である自己と非自己の識別メカニ
ズムについて基礎から最先端までを習得し、その後、mRNAワクチン開発に至る技術革新の本質に
ついて議論し、高いレベルでの理解を目指す。また、免疫研究の一端をヒトやマウスの細胞培養実
験や動物施設の見学を通して体験する。

第１１回－第１４回（担当：新宅博文）：
体を構成する一つ一つの細胞を詳細に解析し、生命システムの理解を目指す1細胞生物学分野では、
マイクロ流体工学技術を活用した大規模遺伝子発現解析が開発され、HUMAN CELL ATLASなど国
際プロジェクトにおいてその活用が進んでいる。 ここでは1細胞生物学を支えるマイクロ流れの基
礎を学ぶと共に、その代表例である微小droplet形成技術および1細胞のencapsulationについて実験を
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通して体験する。

第１５回（担当：新宅博文）：
学習到達度の評価：全体の討論

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
出席状況とレポート・発表、および、ゼミ中の討論への参加状況により評価する。詳細は初回授業
にて説明する。

 [教科書]
授業中に紹介する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
毎回の講義内容について復習し、次回講義において討論するための準備をしておくこと。 また、レ
ポート作成を指示することがある。

 [その他（オフィスアワー等）]
質問、問合せがある場合は大串（ohgushi.masatoshi.5r@kyoto-u.ac.jp)まで。


